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目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

海岸浸食対策促進事業

類

まちづくり事業部　み

ハ

どり公園・水辺課

00 ー－xxxxxx－xx ド0000 ○ ●

03 基本

ソ

目標３　　人と自然が

フ

調和した、やすらぎの

ト

あるまち
総合計画の

0

根

1 ①〈自然との共生〉

拠

四季を通じて豊かな恵

法

みを与えてくれる自然

令

と親しむ
位置付け

02

等

2 自然と親しめる場

対

づくりを進める

市民、象 海浜利用者

□ □ □ □

美

・

しく広々とした砂浜が

受

確保されています。 美

益

しい海浜を確保するた

者

め、ヘッドランドや人

事

口リーフ・養浜
など、

業

海岸浸食対策事業の推

期

進を県に働きかけます

間

。

県への要望回数 回

－

委

1 1 1

1 1

ヘッドラン

託

ド（横堤）整備進捗率

、

％

県のヘッドランド事

協

業における全体事業費

働

に対する割合

68 81

【

90

　 75.1

①：予

委

定どおり

県への要望活

託

動を行った。消波ブロ

：

ックを設置した。

Ａ：

3

成果があがった

セク・財団 企業 ＮＰＯ
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位

活動を引続き行う。

計

施

画延長が出来るまで引

策

続き要望活動を行って

へ

いきたい
。

の貢献
高市民満足度を高める方策

業 有効性
継続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 平塚海岸の侵食対策

出

であり必要である。
●

総

□
□ ○
□
□ ヘッドラン

合

ドが延長されることに

評

より、海岸侵食を抑え

価

●□ られ泳げる海の延

市

長が伸びる。

■ ○
□
□

民

平塚海岸の保全・侵食

ニ

を防止する必要がある

ー

。
○

□
●

□
○

■
□ 今後

ズ

も県に対して要望活動

高

を行っていきます。
○

事

□
●

□
○

■

県事業の進

業

捗が図られていないた

目

め、侵食対策が遅れる

的

可能性があります。ま

の

た、養浜対策のため砂

達

の確保が課題です。

海

成

岸浸食対策の促海岸浸

状

食対策の促海岸浸食対

況

策の促

進 進 進

0 0 0 0

必

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

要

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

性

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

市

0

0 0 0 0 0 0 0

0.

の

00 0.00 0.00

関

0.00 0.00 0.

与

16 0.16 0.16

の

0.00 0.00

0.

必

00 0.00 0.00

要

0.00 0.00 0.

性

00 0.00

0 0 1,

低

343 1,343 1,

事

343 0 0

0 0 1,3

そ

43 1,343 1,3

の

43 0 0

● ○ ○ ○ ○ ○

他

○

県への要望活動を引

上

続き行う。

県への要望




